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資料：『具志)11尋常高等小学校50周年記念誌』昭和９年発行
とではなく，村内役職，教員，警察官と同じく社会的地位上昇行為として
考えられていたことを示していると考えることができよう。
5，むすび
以上のことから次のことがl肌1らかになった。
①山移民の時代的経紳は，前回の調査で推定されたことであるが，今ｌｕＩ
全村に調査対象を広げてぷても，同じ傾向が見られた。つまり，明治末
期から大正前期の出移住者は第一期のグループとすることができ，それ
は村内上層者の出身者が主体であった。大正後期から１１８和初期の出移住
者を第二期のグループとすると，それは大部分雛一期の出移住者の呼寄
せであることが|ﾘ化かになった。
②その両者を含めて，共に１１}稼ぎ型移民である。それは戦前において，
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その大部分が帰村ないし帰国している事実からも明らかである。それと
同時に，長男出稼ぎ型の移住が特徴的に見られる。
③出移民の地域的傾向を見ると，前調査で対象にした(''１村渠・具志川・
仲地・'１１里に力Ⅱえて，それに隣接する西銘・上江洲からの出移民が多
い。これらは地域的に見ると，内陸の111地に位置する「-1:（アギ)」の部
落である。その中でも，前の４部落からはペルーへ，後の２部落からは
ブラジノレおよびハワイへ向った者が多いというlljH向が見られる。海岸に
近い兼城・大'11．烏島・大原等からはハワイ・中南米移住は全くない
か，また，あっても極めて少ない。その中で，特に烏烏は，久米島の
「むら」に他から明治期に新たに移住し，参入してきた人達の社会であ
り，かつ主要な生業は漁業であるという事情もあって，移住は，専ら南
方の漁業およびそれに関連しｿこ加工業を指|、していた。その他の部落の
中で，大田からは，全く別個にアルゼソチソヘの移住者を出している
が，それは，「上（アギ)」の部落と直接関係を持たない。
④以上のことは，「上（アギ)」の部落においては，移住に際しての人間
関係で，もっぱら親族関係に依拠していることを物語っている。同時
に，海岸の部落の大原の場合は，この部落が11~'四銘に属し，櫛成員の一
部が西銘と関わりを持っていたことによって説明できる。
⑤大岳小学校およびチソベーヘの在外者による寄付行為は，その動機お
よび経緯を見ると，一つには移住の出稼ぎ性が，そして，それと同時
に，外地にあっても「むら」の構成員の一部であるという意識が強く働
いていることが読取れる。寄付に当ってもその点を強く示せるような配
慮がされたことを伺い知ることができる。例えば，チソベーヘの寄進に
当っては，鳥居建設費と指定していることなどに見られる。
⑥戦前における移住者，ないし移住という行為に対する村の評llliは，社
会的Iilli値づけとして，高いものであった。
⑦しかし，現在，戦前の海外移住に対して，全休としての村の雰囲気
は，無関心を装っているように見える。初め，役場に移住関係資料が全
くなかったばかりでなく，移住経験者の数は極めて少ないといわれてい
たにもかかわらず，外来者である私が調べていく中で，徐左に，移住経
験者の数が増えてきた。かつての海外移住の経験や記憶は，現在の日常
の中では，「|思れたもの」となっている。それは，どうしてなのであろう
か。日本経済の発展が，そうさせていると考えることは，極めて常識的
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な判断であるが，他にも何等かの理111が存在するのかもしれない。それ
とともに，かつて，この村としては決して少なくない海外移住者を送り
出していることからすれば，そのことが，この村の社会にｲiIIらかの意識
の上での影響を与えているはずである。この点については，いまのとこ
ろＩＭＩ題として残されている。この問題は，「島」の「むら」の閉鎖性ない
し開放性の|川題と関わる今後の問題として磯っている。
本調査に当っては，↑''１純県庁，仲里村および具志川村役場，その他関係
機関の方々には多くの適切な使宜を与えて下さるなど有難い協力を受け，
大変お世話になった。また，イソタヴイューに際しては，現地の村の人々
の暖かい協力を得た。特に，llUi不同ながら，宮LIl清光，」二江洲均，仲村昌
尚，（''１村静枝，久手堅太郎，上江洲智俊，祖根政脚，山川正情，喜納英二，
仲村･珊勝，天久栄光，天久栄貝，古里智1ﾘ１，イ''１村昌全，111里ハツ等の方々
の名前を記し，）早く御礼１２|'し上げたい。
（この調査報告作成に当っては，その調査費）|]の一部に昭和59年度法政大
学特別研究助成金の助成を受けた｡）
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